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　「最近むちゃくちゃ面白い映画観たの。コレおすすめ」
　「りょ。観てみる」
　「さっき見終わった。最後のどんでん返しが良かった」
　「うまかったよね」
　「ジャイアンツって映画観たことある？ジェームス・
ディーン、ロック・ハドソン、エリザベス・テイラーの出た
映画」
　「ない！観てみようかな」
　いろいろな人と気軽に会うことが出来ない今、こんな
LINEのやりとりが増えました。
　その相手は、父です。ちなみに「りょ（了解）」と書いて
いる方が、76歳の父です。
　父は若者言葉？インターネット用語？を使うのが好き
で、LINEで会話をすると「ワロタ」とか私でも普段使わ
ないような返しを混ぜてきます。「りょ」に関してははじ
め、「りょう」とか「了」などと書いて送ってきていました。
　私は台本を書き上げる時、物語の終わりに「完」の意
味で「了」とつけるのが昔からの習慣なのですが、
　父「散歩に行くのがかったるくて階段の上り下りしか
してないよ」

　私「もう少し運動した方がいいよ」
　父「了」
　これだとなんだか、強制的に会話が終了した気分に
なります。そこで私から「りょ」だけでいいよと教えたわけ
ですが、もっと若者風に進化すると「り」でも成立するら
しいよ、とまでは伝えていません。絶対乱用するに決まっ
てますし。そもそも「りょ」だって大人から言わせればけし
からんと怒られそうなところですし…。
　ともかくこんなやりとりが増えたのは、自粛期間のさみ
しい日々の中で数少ない、良かったと思えることのひと
つでしょう。

　実家は、私の自宅からほんの200メートル離れたと
ころにあります。普段は夕飯のおかずをたくさん作った
ときに母が届けに来てくれたり、食べに行ったりします。
でもこの二ヶ月、顔を合わすことさえほとんどしていませ
ん。たまに玄関先で食事を受け取ることはあっても、思
い切り手を伸ばさないと届かない距離で一瞬受け渡す
だけ。ほぼ会話もせずに別れます。食事の感想はやっ
ぱりLINE。母はここのところ格段にスタンプ遣いがうま
くなりました。母の日のプレゼントも、楽天のリンクを飛
ばして選んでもらいました。
　こんなのは、ちょっと極端すぎると思います。8割の行
動制限をしている中、散歩がてら実家に寄って玄関先

で（マスク着用で！）立ち話するくらいはさほど問題無い
のかもしれません。でも逢えば逢ったで腰を据えてゆっ
くり話せないことや、母に至っては娘を抱きしめられな
いことが逆にストレスになるのかもしれません。
　母はもともとちょっと欧米人（欧州人？）みたいなところ
がある人で、ハグが好きな人です。私だけじゃなく、私
の友達や夫、劇団員に至るまで、抱きしめたり頬をなで
たりする人で、私もそういう母の気質をちょっと受け継い
でいるところがあります。

　だから「コロナが収束したら何しよう」と考えるときに、
芝居したり、友人と飲んだり、映画や旅行に行きたい！
と考える前に、誰にというでもなく「ああ…抱きしめた
い！」という衝動がわいてしまいます。思い切り誰かの
背中に手を回して、ぎゅっと力を込めて抱き、人の温も
りを感じたいなと思ってしまうのです。恥ずかしいので
口にするのは初めてですが。
　私の母ほどじゃないにしろ、この時期、非常事態宣
言以降は特にそんな思いに駆られる人は多いんじゃな
いでしょうか。自分でも意外なほど。もしかしたらはじめ
てそう思ったなんて人も、いませんか。
　日本という小さな島国で、私たちは知らず知らず肩を
寄せ合い生きることに慣れてきました。満員電車はい
やだけど、小さな焼き鳥屋にぎゅっと密集してお酒を飲
んだり、縁日であふれかえる人のなか露店に並んだり、
何気なくしていた「密」が恋しくてたまりません。おととし
アメリカ横断旅行をしたのですが、もし私がニューメキ
シコあたりの平野に暮らしていたら、また違った想い
だったのでしょうか。

　今、これを書いているのは5月の初めです。日々状
況が変わりますから、これが掲載される頃どのくらい日
常が戻ってきているのか今は正直想像もつきません。
　でも、もう少し。あともう少ししたらきっと。
　いつもの日々が戻ってきても、父とのLINEは続けよ
うと思います。こんなに映画や政治の話をするのは初め
てのことですから。母はすぐうちの猫に逢いに来ると思
いますので、LINEは減るでしょう。
　満席の劇場が戻るのは、更にもう少し先になるかと思
います。でも必ず戻ってくると信じて、今は家にこもって
います。

　劇場であなたに会えたら、ぎゅっと抱きしめてしまう
かも…。

　いやいや、それはまた別の問題になってしまうので、
こらえると思いますけど！
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上演予定でした『ガールズ&ボーイズ』が公演中止にな
りました。このお芝居は大変面白い、そして大変やりが
いのある作品で、早い段階から準備を進めていただけ
に、非常に悔しい思いをしています。いつか必ずどこ
かで上演したいと思っていますので、楽しみを先延ば
しにしたとポジティブに捉えて頂けると大変嬉しく思い
ます。

　僕はいま、未来に予定されている作品の執筆や準備
をしています。「演劇の存続の危機」ともいわれていま
すが、むしろこういう期間、体験があったからこそ、面
白いものが生まれたり、新しい発明ができたりするのだ
と思います。僕自身もそういう作品づくりを必ずしたいな
と思っています。再会の時まで、しばしお待ちください。

豊橋の皆さま、久しぶりに皆さんにお会い出来る事を
楽しみにしていたのですが、思い掛けない世の中にな
りました。本当に先の人生は読めないなぁと改めて噛み
締めています。
　いま繰り返し、頭の中でリフレインしている言葉があ
ります。亡くなられた津川雅彦さんが口癖のように仰っ
ていた言葉で、「起きたことが正解」。津川さんは誰か
に伝えるのではなく、自分に言い聞かせるように仰って
ました。この呪文のような言葉が、「12人の優しい日本
人を読む会」にも繋がったんだと思います。コロナが無
ければあのメンバーが集まることは出来ませんでした。
　後輩の立ち上げた劇団 zooooom！にも参加してみま
した。「いまだからこそ出来ること。ワクワクするのが条
件。」これが自分へ言い聞かせている言葉です。
　豊橋の皆さん、絶対また逢いに行きますので、それ
までどうかお元気で！
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ＰＬＡＴ小劇場シリーズ
近藤芳正 Solo Work

「ナイフ」
出演
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「ガールズ＆
ボーイズ」
演出

蓬莱竜太

こうなるのではないか、と薄々予想していたとは言え、
実際こうなってしまうととても残念です。楽しみにしてく
ださっていた皆様、ごめんなさい。
　古田新太座長と創る舞台の現場は、他の創作には
ない特別な現場です。何が特別かというと、格段にくだ
らない作品を、皆でゲラゲラ笑いながらも、非常に真剣
に創る、という、「ある種の笑い」へのコンセンサスが
予め為されているチームであるが故の「特別」で、今回
は新たな参加者も多数加え、ナンセンスとはまた異なる
テイストの新作コメディをお贈りするはずでした。
　この度のコロナ禍による中止を経験するのは二度目
です。二度目だからと言ってダメージが半減するわけで
はありません。皆で生き延び、いつか必ず上演したい
と思いながら、今出来ることは何か、探しています。どう
か見守っていてください。

　cube presents

「欲望のみ」
  （プレビュー公演）
作・演出

ケラリーノ・
サンドロヴィッチ

上演は当初予定していた日程では行えなくなってしま
いましたが、延期して実現される予定です。そのときを
楽しみに待つことにします。
　ただ待つだけでなく、この「未練の幽霊と怪物」という
作品でやろうとしていることに関連したなんらかの表現
を、この状況下で行える、この状況下ならではの仕方で、
このプロダクションのメンバーで、そう遠くないうちに、
発表したいとも思ってます。
　今を、ある意味で演劇（のみならず、でしょうが）を刷
新する好機だと捉えたい。だからわたしたちはその好機
に跨がり、来たるべき時代に準備しておこうと思います。

「未練の
幽霊と怪物」
『挫波』『敦賀』
作・演出　
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穂の国とよはし芸術劇場　
芸術文化プロデューサー　

矢作勝義

穂の国とよはし芸術劇場では、令和2年度も様々な事業を市民の皆様
にお届けできるように準備をしておりました。
　しかし、残念ながら新型コロナウィルス感染症の影響で、5月下旬ま
での臨時休館。そして現時点で9月中旬までの事業は延期もしくは中
止となってしまい、様々なアーティストの方をプラットにお迎えできなく
なってしまいました。また、開館以来発行してまいりました「プラットニュー

ス」も、今回は4ページで発行することとし、非常に残念ながら6月にプ
ラットにお越しいただくことが叶わなかったアーティストの方々から、皆
様へのメッセージをいただきました。
　秋以降の公演・イベントもどうなるか不透明な部分が多数あります。し
かし、このような状況だからこそ、劇場とアーティストが一緒になり、これまで
とは異なる視点や手法を考え、皆様に安心して享受していただける作品

もんじゅザハ

や事業を企画してお届けしたいと考えています。そして一日も早く、市民
の皆様に安心して劇場にお越しいただける時間が戻ることを願います。

今回メッセージをいただいた方々のインタビュー記事を、過去のプラッ
トニュースにて掲載しております。過去号についてはプラット館内のほ
か、劇場ホームページからもお読みいただけます。ぜひご覧ください。

プラットニュースvol.42（2020年3月－4月）にて蓬莱竜太インタビュー掲載

プラットニュースvol.42（2020年3月－4月）にて近藤芳正インタビュー掲載

プラットニュースvol.43（2020年5月－6月）にて岡田利規インタビュー掲載
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